
【実施団体名】

新しい地域の
防災まちづくり推進

【事業名】

～地域と学校がコラボする

まちづくり手法の創造～

虹の丘連合町内会

令和５年度事業中間報告



１ 事業実施団体について

事業実施団体の概要
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＜団体の目的＞

本会は、泉区虹の丘地区内の６地域団体(一丁目町内会,二丁目町内会,三丁目町

内会,四丁目町内会,県営住宅虹の丘自治会及びパシフィック自治会)が連携し、

地区全体の行事その他自治会活動や連絡・調整を行い、住み良い環境づくりと地

域の繫栄と向上に寄与することを目的としています。

＜主な活動＞

①虹の丘・みずほ台夏祭り主催

②文化祭・コミュニティセンター祭の共催

③秋のスポーツレクリエーションの共催

④虹の丘新年祝賀会の主催

⑤指定避難所防災訓練の主催

⑥ボランティア活動の表彰

⑦交通安全・防犯運動・環境美化活動など

令和2～4年度コロナ禍で活動できず
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＜令和５年度におけるこれまでの取り組み＞

☆４年ぶりの開催となる夏祭りを令和5年7月29日(土)に開催しました
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＜令和５年度におけるこれまでの取り組み＞

他に交通安全・防犯運動・環境美化活動など実施
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２ 令和５年度の実施内容

（１）課題

 東日本大震災後の虹の丘地区の人口と老年人口
比率は、右表の通りであり，人口減少・超高齢
化の進展が著しい。

 また、コロナ禍の影響で最近３年間は町内会活
動も制限され、地域内交流が不足しており、更
に指定避難所の収容人数も３密回避で大幅に縮
減状況になり、防災活動が低調となっています。

 一方、令和４年度に実施した防災に関するアン
ケート調査結果から、単身高齢世帯増加や自宅
避難志向が浮き彫りとなりました。今後も、特
に近年自然災害が多く発生していることから、
防災面での強化が求められています。

 これらの課題を解決する方法を探すために、地
域と近隣の学校(小･中･高･大)が協働して試行的
な交流活動・防災活動や学習活動などの実施、そ
れらの効果を検証し、今後の新しいまちづくり活
動計画を立てていくことが必要となっています。 4

2011年10月 2022年10月

住基台帳人口(人) 3663 3415
老年人口比率(％) 35.05 44.92
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（２）事業の目的

 「ウイズコロナにおいて虹の丘地区の
誰もが安心して安全に暮らすことが
でき多世代が交流できるまちになる」(目標)

 令和５年度は、上記目標を実現するた
めの各種取組みを試行し検証を行い、
継続して連携協力できるパートナー(学校)
を導き出すことを目指します



２ 令和５年度の実施内容

（３）令和５年度事業の目標
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 試行する取組みの周知を図る
(ポスター・チラシ及び広報紙)
→発行部数と参加人数

 試行する取組みごとに評価
(アンケートまたはヒアリング)を行う
→認識度や満足度把握

また、審査会の意見を受けて以下を追加
しています
 各学校の協力度合や連携意識をアンケ
ートやヒアリングにて把握すると共に
結果などの情報を共有する

 分析や検証において各学校に協力して
いただけるようにする



２ 令和５年度の実施内容

（４）事業の実施体制
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氏 名 団体における役職等 この事業における役割

三澤 吉雄 虹の丘連合町内会長 各取組みの主宰者

佐々木武弘 東北生活文化大学高校校
長

生文高生徒に関連する取
組み指導

佐藤美知子 虹の丘小学校校長 虹小生徒に関する指導

佐藤 芳治 宮城学院女子大准教授 事業実施顧問兼学生指導

岩﨑 裕直 虹の丘連合町内会副会長 全体連絡調整

東北生活文化大学・高校
虹の丘小学校

宮城学院女子大学

虹の丘連合町内会
（関連団体含む）

防災・地域づくり関連学校連携事業及び広報事業

(以下校名「生文高」と略称)



２ 令和５年度の実施内容

（５）事業スケジュールについて
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現在時点での実施スケジュール

月 事業実施内容

4月 他団体と連携関係打合せ

5月 同上

6月 同上

7月 夏祭り

8月 スマホ教室(宮学大)案内広報

9月 生文祭(9/2生文高ポスター審査)，スマホ教室
①

10月 生文高ポスター表彰,生文高川柳・標語審査,
スマホ教室②

11月 スマホ教室③,生文高川柳･標語表彰,防災訓練

12月 虹の丘小(防災標語作成)

1月 健康講座(東北生活文化大)

2月 ミニシンポ案内広報

3月 ミニシンポジウム開催，R5年度事業総括・広
報誌発行



２ 令和５年度の実施内容
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（６）使用経費について

現在時点での執行状況

事業費総額 48万円

収入内訳
仙台市助成金 40.5万円
団体自己負担 6.0万円
協賛支援他 1.5万円

支出内訳
人件費(含報償費)18万円
印刷費 18万円
消耗品他 12万円

支出総額 15万円
(執行率約31％)

支出内訳
人件費(含報償費)1.5万円
印刷費 0.5万円
消耗品他 13万円



３ 令和５年度事業の実施状況

令和５年度事業の実施状況について

（１）防災ポスター及び防災標語・川柳
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右上のような防災ポスター並びに防災標語・
川柳について募集要項(案)を作成し、各学
校(生文高、虹の丘小)と協議

生文高が協力して順次応募作品を提示
令和5年9月2日に虹の丘防災ポスター展開催
(応募64作品)と合わせコンクール実施

（展示状況写真）

（生文祭ポスター）（審査結果）



〈虹の丘防災ポスター優秀選定４作品(生文高)〉
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↑最優秀賞

↑優秀賞

↑優秀賞

↓優秀賞

画題:「防災番号171」

画題:「防災グッズで守る街」

画題:「未来のために」

画題:「確認しよう防災バッグ」
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防災標語・川柳について生文高が協力して応募(応募数：標語18作品・川柳34作品)
令和5年10月28日に虹の丘連合町内会において審査会を組織・開催し入選作品決定

＊なお、虹の丘小では12月頃防災標語について取り組む予定

（防災標語応募18作品） （防災川柳応募34作品）



３ 令和５年度事業の実施状況

令和５年度事業の実施状況について

（２）スマホ教室
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右上のような開催チラシを印刷し全戸配布
宮城学院女子大学と運営について協議

住民13名が応募し、第1回スマホ教室を
令和5年9月24日(日)に虹の丘コミュニ
ティセンターで開催

（第1回開催状況写真）



３ 令和５年度事業の実施状況

令和５年度事業の実施状況について

〈今後の実施予定〉
（３）防災訓練:11月11日(土)AM虹の丘小学校体育館で開催予定(各町内参加者募集中)

（４）健康講座

（５）ミニシンポジウム

その他
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｢(仮)災害時の食事と栄養｣というテーマで東北生活
文化大学家政学科と令和6年1月開催に向け準備中
(開催案内チラシ配布予定)

地域の防災力向上というテーマで先進事例を紹介しながら
虹の丘地区の防災力について討論を令和6年2～3月開催予定
(開催案内チラシ配布予定)

広報紙の発行を予定していましたが、協議に時間を費やしている関係から
印刷・発行のタイミングが確保できないことから、令和6年3月中に本年度
事業報告レポートを発行し全戸配布の予定
なお、高校生のための介護教室について、コロナ禍含め感染症流行状況を
考慮し、本年度は実施を見送る予定
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